
  

熊本保健科学大学の学修成果の評価方針（アセスメントプラン） 

 

 熊本保健科学大学では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育課程編成・

実施の方針（カリキュラムポリシー）、入学者受入方針（アドミッションポリシー）の三つのポリシー

に基づき、入学前、入学時、在学中、卒業時、卒業後の 5 つの時期に、大学レベル、学位プログラ

ムレベル、授業科目レベル、学生レベルの４段階で学修成果を把握・評価する方法を定め、三つの

ポリシーが適正に実施されているかを点検・確認し、教育の質保証とその改善に努めます。 

 

１．大学レベル（大学全体） 

学生の進路や修学状況に関する指標（国家試験合格率、就職率、進学率、規定年数内卒業

率等）、修学ポートフォリオに可視化した熊保大生到達目標の達成度、GPS-Academic、学修

行動調査、卒業生からの評価、就職先からの評価、大学評価会議からの評価などから、大学にお

ける活動全体を通した学修成果を把握し、達成状況を検証します。 

 

2. 学位プログラムレベル（学科・専攻・研究科） 

学生の進路や修学状況に関する指標（国家試験合格率、就職率、進学率、規定年数内卒業

率等）、修学ポートフォリオに可視化した熊保大生到達目標の達成度、ルーブリックに基づく学外

実習や卒業研究（課題研究）の成果、単位取得状況などから教育課程全体を通した学修成果

を把握し、達成状況を検証します。 

 

3. 授業科目レベル 

シラバスに記載している評価方法と「熊本保健科学大学学修規程」に基づく成績評価、授業改善

アンケートなどから、科目ごとの学修成果を把握し、達成状況を検証します。  

 

4. 学生レベル 

修学ポートフォリオに可視化した学修履歴と熊保大生到達目標の達成度、GPS-Academic の結

果などから、学修成果や学修態度を把握し、スモールグループ担任との面談を通して自ら目標設定

を行い、達成状況を検証します。 

 

アセスメントの概要 


